
93 

恒常性機能解析部門（客員部門）

客員教授 丸野政雄

研究概要

漢方で用いられる薬物を，生薬・成分，臨床・薬理すなわち物質と生体の反応の両面から解析しその

客観的存在を浮彫りにする。これによって薬物の恒常性機能に果す役割を明確にする。
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